
ハイキング部だより
第２２３回　

令和4年(2022年）10月1日（土） ～東寺を訪ねて京都を歩く

コース：京都駅～東寺東門～東寺南門～羅城門～西寺跡～島原界隈～

　　　　　西本願寺～JR京都駅（約8キロ）

参加者　１６名

10月1日（土）晴、10月に入っても真夏のような暑い日差しを受けてのハイキング

となりました。参加者16名。今回は宮川さんが久しぶりに参加しました。158

回（平成28年12月4日）「大阪冬の陣・真田丸ウォーク」（玉造駅から天王寺駅ま

で）以来です。

10時京都駅八条西口新幹線のりば付近集合でしたが同じ場所が1階と2階にあ

り集合に時間がかかって10時15分スタートとなりました。まず新幹線の線路沿い

に東寺へ、東寺は真言宗の総本山、平安京鎮護のため建立され嵯峨天皇より

空海（弘法大師）に下賜され真言密教の根本道場として栄えました。金堂（国宝）

、講堂（重文）、食堂（じきどう、重文）などを見て五重塔（国宝）をバックに写真を

撮りました。南大門を出て九条通りを羅城門に向かって歩きました。羅城門は平

安京の南中央に正門として設けられた門です。現在は石碑が建っているだけで

遊園地になっています。芥川龍之介の「羅生門」は今昔物語をベースに書かれ

たものです。

次に九条通りをさらに西に歩いて西寺跡で昼食にしました。都の正門羅城門か

ら北へまっすぐに朱雀大路が伸びその先に壮麗な大内裏がありました。羅城門

を挟んで両翼を広げたように建立されたのが東寺（とうじ）と西寺（さいじ）です。

西寺は990年に火災、その後再建されるも再び火災で焼失、以降廃寺となりまし

た。食後御前通を北へ新幹線をくぐって花屋町通を東に進み中央卸売市場の

中を通り抜けて島原へ、島原は嘉永4年（1851年）の大火でほとんどが消失、明

治以降は公家や武家などの常連客も遠ざかり段々と寂れていきました。現在は

「大門」「角屋」が面影をとどめており住宅地となっています。西郷隆盛や久坂玄

瑞あたりが闊歩していた様子を思い浮かべながら「島原大門」を出て西本願寺

へと歩きました。西本願寺は浄土真宗本願寺派の本山です。唐門（からもん）の

前で写真を１枚、桃山時代の作と言われる豪華な彫刻を施された門に圧倒され

ました。その後京都駅に向かい午後2時半ごろ解散しました。



東寺東門

東寺の五重塔をバックに

東寺南門

西寺跡 昼食後、益田市歌を歌う

羅城門跡東寺南門から

西寺跡

東寺の五重塔東寺東門から



西本願寺の唐門をバックに

唐橋西寺公園

西本願寺の逆さ銀杏 御影堂門

島原大門（おおもん）

唐門前で

昼食後、益田市歌を歌う 西寺跡 西寺跡

島原大門（おおもん）



　　　　　　第２２３回ハイキングは下記の計画で実施しました

　　　　 　　　　～　 東寺を訪ねて京都を歩く　～

日　時：令和4年10月1日（土）　10時　JR京都駅「八条西口」集合

コース：京都駅～東寺東門～東寺南門～羅城門～西寺跡～島原界隈～

　　　　　西本願寺～JR京都駅（約8キロ）

延歴３年（７９４年）桓武天皇により築かれた平安京は時代の最先端をゆく都

市でした。都の正門羅城門から北へまっすぐに朱雀大路が伸びその先に壮
麗な大内裏がありました。その羅城門を挟んで両翼を広げたように建立され

たのが東寺と西寺です。

島原は足利義満の時代に起こり豊臣秀吉が公認した日本で最初の「廓」と言

われています。何度か移転があってこの地に移っていますが、その移転騒動

が島原の乱と同時 期だったことから「島原」という名が使われるようになったと
言われています。当時遊女は千人を超えていたと言われ吉野大夫が有名で

す。島原の規模は東西１８０ｍ、南 北２３０ｍ、総坪１万２千坪でした。
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